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令和 5 年度 第 7 回中津江グループホームなごみ運営推進会議議事録 

 

実施日時 令和 6 年 3 月 28 日（木） 14:00～15:00 

場所 中津江 1 区公会堂 

出席者 別紙参照 

前回からの継続課題 

・ ○無  

・ 有  

内容： 特になし 

はじめに 

・ グループホーム（以下 GH）管理者より挨拶。 

3/10 から新型コロナのクラスターが発生し、入所者と職員

で計 12 名のコロナ罹患があった。日常の何気ない日々がいか

にありがたいのかと痛感した日々であった。その中でも、入所

者の体調管理と感染拡大を防ぐ為、現場職員は一所懸命に対応

している。今後、感染対策を行いながらも、家族や地域との関

わりを充実させたいと考えている。 

近

況

に

つ

い

て 

利用者状況 

・ GH 管理者より、令和 6 年 2 月～令和 6 年 3 月の利用状況（利

用者の平均年齢、平均要介護度、入退所状況、感染対策等）

を説明する。 

活動状況 

・ GH 介護職より、広報誌なごみ便り（第 155 号/ R6.2 月、第

156 号/ R6.3 月）を紹介する。 

百歳を迎えられた方のお祝いや家族との食事会、河津桜の見

物の様子等について説明する。 

・ GH 介護主任兼計画作成担当者より、令和 6 年 2 月及び令和 6

年 3 月の事故報告と対策について説明する。 

・ GH 介護主任兼計画作成担当者より、身体拘束をしないケアの

取り組みについて説明する。 

・ GH 管理者より、消防訓練について実施結果報告する。 

・ GH 管理者より、新型コロナクラスターの経緯や内容、感染症

対策等について説明する。 

 

評         

 

価 

家族 

・ 職員の関わりには感謝しています。 

（利用者家族） 

・ この度コロナクラスターの件で、GH 内での療養の様子を画像

として見せてもらい、感染対策やケアが大変であったのを理

解しました。消防訓練では予算的な問題もあると思いますが、

避難用具があればいいと思いました。 

（利用者家族） 
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地域住民 

・ コロナクラスターの件では、ご苦労も多かったかと思われる。 

平均年齢が上がる中で、加齢に伴うケアが必要な方もいると

思うが、スタッフも体調には充分気を付けて頑張ってもらい

たい。身体拘束廃止では、職員アンケートを実施しながら、

人権を守る関わりが出来ている。消防訓練では、2 階からの

避難する際に、滑り台のような物があれば、もっと短時間で

避難できるのではないか。 

  （中津江一区町内会長） 

  →避難用具については予算的な問題もあるが、車椅子を使用

しての誘導の場合、人手や時間が必要である為、この度、萩

消防署より避難誘導研修会を開催している。入所者がより安

全にスムーズに避難できるように職員間で協議しながら行

っていく。 

  （GH 管理者） 

・ 今回の消防訓練に参加したが、2 階からの避難として、非常

階段で車椅子を使用しての誘導には時間と人員が必要であっ

た。（避難誘導研修会の様子を動画で見て、）今後の誘導方法

について検討していければいいと思う。 

（理髪店） 

・ 事故報告を聞いて、転倒による事故が多いと感じる。私自身

も高齢で、ちょっとした段差に躓いたり、身体が思うように

動かないことがある。入所者の方も高齢なので注意してあげ

て下さい。 

（中津江県営住宅 H 棟管理者） 

市町村 

・ コロナの対応で、現コロナの状況として重症化するケースは

少ないが、症状なく検査で発覚するケースもありご苦労が多

かったと思う。（コロナ対応の画像を見て、）ゾーニングの棲

み分けもしっかり対応しており、今回の感染症対策が次回に

活きるのではないかと思う。 

（萩市高齢者支援課） 

・ 感染症や身体拘束、事故防止など、多方で細かな対策を立て

ながら実践する中でも、室内外で楽しめる関わりを継続して

いるので、スタッフもご苦労が多いと思うが継続してもらい

たい。消防訓練では、有事の際に適切に対応するためには積

み重ねが大事だと思う。高齢者の避難を行う上で、消防の避

難誘導研修会内容はとても参考になった。 

  （萩市地域包括支援センター） 

・ 消防訓練で、避難誘導研修会の様子を動画で見てとても参考

になったし良かった。 

（萩市社会福祉協議会） 
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質

問 

・

助

言

・

要

望

等 

GH なごみ 

・ コロナ禍において、中津江一区公会堂をお借りして運営推進

会議を開催してきたが、感染法上の位置付けが 5 類となり約

1 年が経過した。令和 6 年度より開催場所をコロナ前のグル

ープホームなごみ居間に戻して開催する。入所者の生活の様

子や室内の雰囲気等を会議を通じて見てもらいたい。しかし、

感染症や入所者の体調不良でなごみでの開催が難しい場合に

は、中津江公会堂をお借りしたい。 

（GH 管理者） 

・ GH なごみでの情報発信として、広報誌『なごみ便り』を毎月

1 回発行してきたが、来年度よりを広報誌は 2 か月に 1 回の

発行とする。広報誌の中では伝えきれない場面をインスタグ

ラム(SNS)で発信していきながら、入所者の生き生きした様子

や魅力を伝えてきたいと考えている。 

（GH 管理者） 

次回会議までの 

継続課題 
・ 特になし 

備  考 

次回：令和 6 年 5 月 23 日（木）14:00 開催予定 

開催場所：グループホームなごみ居間 

※令和 6 年度より開催場所を中津江公会堂からグループホームな

ごみへ変更する。 

 


